
調査結果

（1）開催1回あたりの直接運営費（調査実績値）
全国89箇所のこども食堂で2023年9～11月に実施した活動累計562回分（会食179回分、お弁
当持ち帰り160回分、フードパントリー144回分、宅配50回分、イベント29回分）のデータから、開
催1回あたりの直接運営費を試算した。

会食にかかる開催1回あたりにかかる直接運営費
会食にかかる開催1回あたりにかかる直接運営費を金額換算すると、平均値83,642円（①金銭
的支出21,876円、②金額換算（物品）19,245円、③マンパワー（ボランティアなど運営にかかる
人件費）42,521円）中央値50,200円（①金銭的支出11,901円、②金額換算（物品）6,713円、③マ
ンパワー（ボランティアなど運営にかかる人件費）29,116円）となり、こどもや大人を含めた参加
者一人あたりに割ると、一人当たり1,268円と試算された。
マンパワーを除くと、平均値41,121円、中央値22,526円となり参加者一人当たり623円となった。

※注
①金銭的支出とは、食品/食品以外購入費、会場費、水道光熱費、運搬費、通信費、会議費、印
刷製本費、現金支払いの人件費・謝金・交通費、その他費用　をさす

②金額換算（物品）とは、寄付された物品などを物価統計などを用いて金額換算したもの

③マンパワーとは、ボランティアの稼働時間を最低賃金の全国加重平均により金額換算したもの
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2022年度の年間収入内訳実績
※年度途中または2023年度から活動開始の場合はその額を年額換算したもの
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（2）こども食堂一か所あたりの年間運営費（推計値）
年間運営費は、前項で算出した開催1回あたりにかかる直接運営費と開催回数によらず固定的
に発生する間接費の合算で算出した。

年間間接費は、全国89箇所のこども食堂の「年間間接費のうちの金銭的支出（保険料、研修
費、アカウント開設費など）」、「年間間接費のうちの物品換算額（備品など）」を合計して、算出し

た。

上記により全活動形態を合算したこども食堂一か所あたりの年間運営費を推計すると、

3,825,350円（①金銭的支出985,820円、②金額換算（物品）1,383,072円、③マンパワー
1,456,457円）、マンパワーを除くと2,368,892円という結果となった。

活動形態を会食に限定すると、1,919,411円（①金銭的支出491,730円、②金額換算（物品）
493,527円、③マンパワー934,154円）、マンパワーを除くと985,257円という結果となった。

【参考】推計方法

第2回こども食堂実態調査に回答したこども食堂（1419団体）の回答から、活動形態ごとの開催
規模・年間回数を把握。それらと、上記（1）「活動形態・参加人数規模別の開催1回あたりの直接
運営費」および「間接費」を用いて、回答団体1419団体分の運営費（年間）の合計を算出した。
※第2回こども食堂実態調査の有効回答数は1483だが、今回の推計では、開催回数や参加人
数不明などの理由で除外された回答64件を除外している。

・1つの団体が複数のこども食堂を運営している場合を想定し、回答団体1419団体分の運営費
（年間）の合計値を、第2回全国こども食堂実態調査で把握した「運営するこども食堂数」で割り、
こども食堂1箇所あたりの運営費（年間）を算出した。

・活動形態別の運営費算出プロセスは、下記のとおり。（例として、会食を実施しているこども食

堂の運営費算出方法を記載している）
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・各団体における会食の開催割合（会食の年間開催回数÷実施している活動形態の年間開催
回数合計）を1団体あたりの間接費（約233,905円）にかけて、各施設の会食分の間接費を算
出した。

・こども食堂を実施している全施設分、上記を足し上げた「会食を実施している全施設の年間

運営費」を、第２回こども食堂実態調査で把握した「会食を運営するこども食堂数」で割り、会

食を実施しているこども食堂１箇所あたりの運営費（年間）を算出した。

4



（3）全国で必要となる運営費（推計値）
1)全国で現状9,132箇所あるこども食堂の〈会食による地域交流活動〉を支えるのに必要な金額
は直接費用・間接費用、現金・物資寄付含めて7,314,859,830円である。
算出方法：一か所あたりの運営費985,257円×9,132箇所×0.813（第２回こども食堂実態調査結
果より算出した全国のこども食堂のうち、会食を実施している割合）=7,314,859,830円
会食以外に弁当配布やフードパントリーといった実際の活動の多様性を踏まえた全活動で必要

な金額は21,632,725,395円である。
算出方法：一か所あたりの運営費2,368,892円×9,132箇所=21,632,725,395円
また、上記に加えて、スタッフ稼働時間を最低賃金で時給換算したマンパワーを含めると全国に

9,132箇所あるこども食堂の〈会食による地域交流活動〉を支えている総費用は、
14,250,317,182円である。
算出方法：一か所あたりの運営費1,919,411円×9,132箇所×0.813（第２回こども食堂実態調査結
果より算出した全国のこども食堂のうち、会食を実施している割合）=14,250,317,182円
同様にマンパワーを含めた全活動での総費用は34,933,092,931円である。
算出方法：一か所あたりの運営費3,825,350円×9,132箇所=34,933,092,931円

2）むすびえは2025年に全小学校区（18,870箇所）にこども食堂のような地域の居場所ができる
未来を望んでおり、それに必要な金額は18,591,800,914円である。
算出方法：一か所あたりの運営費985,257円×18,870箇所＝18,591,800,914円
会食以外に弁当配布やフードパントリーといった実際の活動の多様性を踏まえた全活動形態で

必要な金額は44,700,999,585円である。
算出方法：一か所あたりの運営費2,368,892円×18,870箇所=44,700,999,585円

また、上記に加えて、スタッフ稼働時間を最低賃金で時給換算したマンパワーを含めるとこども

食堂18,870箇所の〈会食による地域交流活動〉を支えている総費用は、36,219,294,171円であ
る。

算出方法：一か所あたりの運営費1,919,411円×18,870箇所=36,219,294,171円
同様にマンパワーを含めた全活動での総費用は72,184,347,745円である。
算出方法：一か所あたりの運営費3,825,350円×18,870箇所=72,184,347,745円

都道府県別に箇所数に応じて試算するとこのような結果となる。
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【参考】会食の年間運営費（マンパワー除く）の内訳

会食の金銭的支出部分（（2）で示した推計値（一か所あたり）の表A①＋B①） が収入額と一致す
ると仮定し、2022年度の年間収入内訳実績（P2）の比率を適用すると、一か所あたりの会食に必
要な年間運営費（マンパワーを除く）に占める費用の内訳は、以下の割合となる。

全国で現状9,132箇所あるこども食堂の〈会食による地域交流活動〉を支える年間運営費（マン
パワーを除く）の各費用の試算は以下となる。

費用の内訳 年間運営費に対する割合 各費用の試算金額

公的資金（行政からの委託金、補助金など） 13.4% 981,426,748

民間からの資金（助成金など） 17.3% 1,263,586,009
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自己資金（持ち出している金額） 5.1% 371,920,507

参加費（参加者から集めている金額） 3.0% 221,074,563

会費（会員から定期的に集めている金額） 1.0% 73,151,741

寄付（地域の方などから不定期にいただいて
いる金額）＊クラウドファンディングを含む

6.1% 443,871,193

前年度の寄付金からの繰り越し金 4.0% 295,725,540

寄付いただいた物品（金額換算） 50.1% 3,664,103,528

合計 100.0% 7,314,859,830

【調査・推計方法】
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以下に調査・推計方法の概要を記す。

より正確・詳細な調査方法は、別添資料：別紙1を参照されたい。

調査方法の概要

・2023年9月～2023年11月の3ヶ月間、規模や頻度に考慮して依頼した現在活動中の89箇所の
こども食堂を対象に運営にかかる費用の調査を行った。調査に際しては、現金による収入や支

出はもちろん、物品寄付の内容等についても聴取し、それらを総務省の物価統計表などに基づ

いて金銭換算した。また、支出に関しては、食材費だけでなく、事務所賃借料等の間接費（管理

的経費）についても聴取し、算入した。

主な調査内容は、以下のとおりである。

● こども食堂の運営団体について

○ 年間の活動回数（活動形態別）、活動の収入源と内訳、過去3年分の備品（購入・
寄付）、年間の保険料・研修費・アカウント開設費・団体加盟費

● 活動1回あたりの費用・寄付物品について
○ 活動1回分（活動形態別に1回ずつ）の物品購入費、購入したもの以外で使った

物品、会場費、光熱費、運搬費、印刷費、など

● 活動1回あたりのマンパワーについて
○ 活動1回分（活動形態別に1回ずつ）の運営者・スタッフの性別・年代、稼働時間

（前日まで・当日・翌日以降）、人件費・謝金・交通費の支払い有無と金額など

・多くのこども食堂は現在、会食のみならず、お弁当持ち帰りやフードパントリー等の活動も行

なっている。事務所賃借料等の間接費はそれらすべてにかかっていることから、会食の経費を算

定するにあたっては、会食・お弁当持ち帰り・フードパントリー・宅配・イベントの頻度を聞き、その回

数に応じて按分した。また、人件費は、スタッフ・ボランティアに謝金等が支払われている場合に

その金額を算入した。（上述、「（2）こども食堂一か所あたりの年間運営費（推計値）」もご参照くださ
い）

推計方法の概要

・第2回こども食堂実態調査に回答した団体の、運営費の推計
第2回こども食堂実態調査に回答したこども食堂（1419団体）の回答から、活動形態ごとの開催
規模・年間回数を把握。それらと、上記「活動形態・参加人数規模別の開催1回あたりの直接運
営費」および「間接費」を用いて、回答団体1419団体分の運営費（年間）の合計を算出した。
※第2回こども食堂実態調査の有効回答数は1483だが、今回の推計では、開催回数や参加人
数不明などの理由で除外された回答64件を除外している。
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・全国規模および都道府県別の運営費の推計

1つの団体が複数のこども食堂を運営している場合を想定し、第2回全国こども食堂実態調査で
把握した「運営するこども食堂数」で上記4の推計値を割り、こども食堂1箇所あたりの運営費（年
間）を算出した。

2023年度のこども食堂箇所数調査の結果を用いて、全国および各都道府県のこども食堂の箇
所数に、こども食堂の1箇所当たりの運営費（年間）を掛け合わせて、全国および各都道府県の
年間運営費の合計を算出した。

・全国規模の運営費の推計（活動形態別）

例として、会食を実施している全国のこども食堂の運営費は、下記のプロセスで推計した。

・会食を実施しているこども食堂１箇所あたりの運営費（年間）に、全国のこども食堂の施設数

（9132）を乗じる。
・さらに、全国のこども食堂のうち、会食を実施している割合（0.813）（※）を乗じる。

（※）第２回こども食堂実態調査結果より算出。
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